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●指定引取場所
　県内では、6 か所指定されていますが、近隣
では下記の 2 か所に持ち込みが可能です。
▼㈱ケイロジ草津営業所／草津市駒井沢町字横
須 198 － 1 ／☎ 568 － 3003、℻568 － 3008
▼日本通運㈱大津支店／大津市中庄 2 － 1 － 73
／☎ 522 － 6632、℻522 － 6634

◆家電リサイクル法（特定家庭用機器再商品化法）

エアコン テレビ 冷蔵庫・冷凍庫 洗濯機・衣類乾燥機

●
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
と
は
？

　

こ
の
法
律
は
、
家
庭
か
ら
排

出
さ
れ
る
廃
家
電
製
品
の
一
部

分
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
で
、

家
電
製
品
の
廃
棄
物
の
減
量
と

資
源
の
有
効
利
用
を
推
進
す
る

た
め
の
法
律
と
し
て
制
定
（
平

成
13
年
４
月
）
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
に
よ
り
、
全
国
で

再
商
品
化
処
理
さ
れ
た
台
数
は
、

平
成
20
年
度
で
約
１
２
７
３
万

台
、
使
用
済
み
家
電
４
品
目
の

総
再
商
品
化
率
（
※
）
は
83
％

で
し
た
。

　

市
で
は
月
１
回
の
収
集
運
搬

日
を
設
け
て
お
り
、
昨
年
度
は
、

34
台
（
エ
ア
コ
ン
２
台
、
テ
レ
ビ

16
台
、
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
９
台
、

洗
濯
機
７
台
）
の
利
用
が
あ
り
ま

し
た
。

●
不
法
投
棄
を
根
絶
し
よ
う
！

　

リ
サ
イ
ク
ル
が
進
む
一
方
、

全
国
的
に
廃
家
電
の
不
法
投
棄

が
増
え
て
い
ま
す
。
本
市
に
お

い
て
も
昨
年
度
、
家
電
４
品
目

で
90
台
の
不
法
投
棄
が
あ
り
ま

し
た
。
対
策
と
し
て
、
地
域
の

協
力
に
よ
る
不
法
投
棄
監
視
員

や
ク
リ
ー
ン
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
に

よ
る
見
回
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

廃
家
電
は
、
家
電
リ
サ
イ
ク

ル
法
に
基
づ
き
、
正
し
い
処
分

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
再
商
品
化
率
＝
再
商
品
化
等
処
理

重
量
÷
再
商
品
化
重
量

●家電リサイクル対象は下記 4 品目

家電リサイクル料金
（郵便局に支払う料金）

市の収集
運搬料金

テレビ 画面
サイズ

15型以下
16型以上

1,785 円／台～
2,835 円／台～ 2,900 円

エアコン 2,625 円／台～ 4,200 円
冷蔵庫
冷凍庫

170ℓ以下
171ℓ以上　

3,780 円／台～
4,830 円／台～ 4,800 円

洗濯機
衣類乾燥機 2,520 円／台～ 2,000 円

※一部メーカーにより、リサイクル料金が異なりますので詳しくは下
記へお問い合わせください。
【 家電リサイクル券センター】受付時間／AM9:00 ～ PM5:00（日曜
日、祝日は休み）☎ 0120 － 319640　℻03－ 3903 － 7551

●
リ
サ
イ
ク
ル
料
金

●処分の方法　
※いずれも家電リサイクル料金要
1 買い換えした店や、過去に購入した店（要相
談）で引き取ってもらうことができます。
※買い換え時のリサイクルに対しては「家電エ
コポイント」制度で補助が受けられます。（洗濯
機・衣類乾燥機除く）
2 各自で指定引取場所へ運べます。製造
メーカーを確認し、郵便局で「家電リサイクル券」
を購入し、所定の指定引取場所へ持参します。
3 市役所に収集運搬を依頼するもとができま
す。まず、郵便局で「家電リサイクル券」を
購入し、市役所環境課（分庁舎）または市民生
活相談室（本庁舎）まで「家電リサイクル券」
を持参します。
※個別に収集するため、「ごみカレンダー」に記
載している家電リサイクルの日の前日までに手
続きをお願いします。収集運搬料金が別途必要。

「ごみ収集および処理に係る手数料の見直し
( 案 )」について意見を募集します　
　廃棄物の排出抑制、分別収集の徹底等より効率的なごみ処
理を継続的に安定して行うため、現在、ごみ処理手数料の見
直しを行っています。（手数料改正予定：平成 22 年 10 月 1 日）
意見募集期間…2 月 5 日㈮～ 26 日㈮
見直し対象…▽家庭系収集ごみ（燃えるごみ・燃えないごみ・
プラスチック類）▽家庭系直接搬入ごみ▽事業系直接搬入ごみ
閲覧場所…同見直し（案）は、市役所情報公開コーナー、環
境課窓口、まちづくり協働推進センター、中央・中主公民館、
各学区コミセンに設置しています。また、市ホームページ「行
政情報」の「パブリックコメント」にも掲載しています。
提出方法…住所、氏名、意見（様式自由）を記入の上、郵
送、ファクスまたは E メールで環境課（〒 520 － 2492 野
洲市西河原 2400）☎ 589 － 6431、℻589 － 5069、E メール  
kankyou@city.yasu.lg.jp
※いただいた意見の検討結果は、ホームページで公表します。

（ブラウン管・液晶・  
 プラズマ式）

搬入日…月曜～土曜日（日曜日、祝日は除く）
搬入時間…午前 9 時～午後 5 時（正午～午後
1 時は搬入できません）



65

【２月の休館日】　月曜日、12 日㈮
◆テーマ展「遺跡で見る野洲の歴史（5）―
弥生～古墳時代の市三宅東遺跡―」／ 2月 6
日㈯～ 3月 2日㈫※展示解説 2 月 6 日㈯・28 日
㈰いずれも午後 1 時 30 分～
　市三宅東遺跡の今年度の発掘調査成果を中心に
紹介。弥生土器、初期須恵器、石製品、玉作り関
連遺物などを展示
◆歴史講座／ 2月 21 日㈰午後 2時～ 4時 30 分
　「大岩山古墳群と史跡整備」／吉川和則（市文化
財保護課長）、「中山道と朝鮮人街道」／行俊勉（当
館学芸員）
※当日受付、定員 120 人（要入館料）

古
代
の
や
き
も
の 

須す

え

き

恵
器

　

発
掘
調
査
を
行
い
ま
す
と
、

住
居
跡
や
溝
跡
な
ど
「
遺い

こ
う構

」

と
呼
ば
れ
る
、
地
面
に
刻
ま
れ

た
過
去
の
人
々
の
活
動
等
の
痕

跡
と
、
土
器
や
石
製
品
、
木
製

品
な
ど
の
「
遺
物
」
が
見
つ
か

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
「
遺
物
」
の
一
例
と
し

て
土
器
を
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
方

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

土
器
と
言
い
ま
し
て
も
、
時

代
に
よ
っ
て
そ
の
形
や
作
り
方

な
ど
、
多
く
の
点
で
違
い
が
見

ら
れ
ま
す
。
初
め
て
登
場
し
た
の

は
縄
文
土
器
で
、
そ
の
後
に
弥
生

土
器
・
土は

じ

き
師
器
が
続
く
の
で
す

が
、
５
世
紀
を
迎
え
る
こ
ろ
に
な

る
と
、「
須
恵
器
」
と
い
う
や
き

も
の
が
登
場
し
ま
す
。

　

須
恵
器
は
、
朝
鮮
半
島
か
ら
の

技
術
移
入
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
ま

し
た
。外
見
上
の
特
徴
と
し
て
は
、

ま
ず
、
硬
く
て
青
灰
色
を
し
て
い

る
点
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
形
づ
く
る
際
に
ろ
く

ろ
を
用
い
て
成
形
を
行
っ
て
い
る

こ
と
も
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
や
き
も
の
最
大

の
特
徴
は
、
窯
を
用
い
て
焼
い
て

い
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
ま
で
の
野

焼
き
と
は
異
な
り
１
２
０
０
度
近

い
高
温
で
焼
き
締
め
て
い
る
た
め

に
硬
く
て
漏
水
し
に
く
く
、
加
え

て
細
か
な
意
匠
や
複
雑
な
形
状
の

も
の
も
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

　

須
恵
器
独
特
の
色
調
と
も
い
え

る
こ
の
青
灰
色
は
、
焼
成
の
途
中

に
酸
素
の
供
給
を
遮
断
す
る
こ
と

に
よ
る
化
学
変
化
の
結
果
、
生
み

出
さ
れ
る
も
の
で
、
な
か
に
は
燃

料
に
用
い
た
木
材
の
灰
が
自
然
の

釉ゆ
う
や
く薬

と
な
っ
て
表
面
に
付
着
し
て

い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

須
恵
器
は
、
は
じ
め
、
大
阪
や

福
岡
な
ど
限
定
的
な
場
所
で
生
産

が
始
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

て
、
そ
の
後
各
地
に
窯
が
つ
く
ら

れ
て
い
き
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

初
期
段
階
の
も
の
は
数
量
的
に
多

く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
、
い
わ

ゆ
る
初
期
段
階
の
須
恵
器
は
野
洲

市
内
で
も
一
定
数
見
つ
か
っ
て
い

ま
す
。

　

昨
年
に
実
施
さ
れ
た
市
内
で
の

埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
成
果
の
う

ち
、
多
く
の
遺
構
・
遺
物
が
発
見

さ
れ
た
市
三
宅
東
遺
跡
に
ス
ポ
ッ

ト
を
あ
て
た
「
遺
跡
で
見
る
野
洲

の
歴
史
（
５
）
―
弥
生
〜
古
墳
時

代
の
市
三
宅
東
遺
跡
―
」
と
い
う

テ
ー
マ
展
を
今
月
の
６
日
か
ら
開

催
し
ま
す
が
、
そ
こ
で
展
示
さ
れ

て
い
る
資
料
の
な
か
に
、
前
述
し

ま
し
た
初
期
段
階
の
須
恵
器
が
あ

り
ま
す
。

 　

ひ
と
つ
は

と
呼
ば
れ
る
も 

　
　
　
　

の
で
、
壺
の
よ
う
な
形

　
　
　
　

の
体
部
中
央
あ
た
り
に

　
　
　
　

１
か
所
孔
が
あ
る
も
の

　
　
　
　

で
す
。
正
確
な
用
途
に

　
　
　
　

つ
い
て
は
不
明
で
す

　
　
　
　

が
、
こ
の
孔
に
竹
な
ど

　
　
　
　

を
さ
し
液
体
を
注
ぐ
容

　
　
　
　

器
と
し
て
用
い
て
い
た

　
　
　
　

の
で
は
な
い
か
と
い
う

　
　
　
　

説
が
あ
り
ま
す
。

須
恵
器　

把
手
付
椀
の
出
土
状
況

　

も
う
ひ
と
つ
の
写
真
は
把と

っ
て
つ
き

手
付

椀わ
ん

で
、出
土
状
況
時
の
も
の
で
す
。

全
体
の
約
半
分
し
か
残
っ
て
お
ら

ず
、
左
端
に
把
手
が
つ
い
て
い
た

痕
跡
を
み
て
と
れ
ま
す
。
私
た
ち

が
普
段
使
っ
て
い
る
、
取
っ
手
付

き
の
コ
ッ
プ
と
表
現
す
れ
ば
そ
の

形
を
想
像
し
て
い
た
だ
け
る
と
思

い
ま
す
。
前
者
は
そ
の
形
を
徐
々

に
変
え
な
が
ら
古
墳
時
代
の
終
焉

ま
で
残
り
ま
す
が
、
後
者
は
初
期

に
特
有
の
も
の
で
す
。

　

量
産
化
以
降
に
は
な
か
な
か
見

ら
れ
な
い
、
美
し
く
施
さ
れ
た

波は
じ
ょ
う
も
ん

状
文
や
丁
寧
な
仕
上
げ
が
な
さ

れ
た
こ
れ
ら
の
須
恵
器
を
今
回
の

テ
ー
マ
展
で
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
歴
史
民
俗
博
物
館
学
芸
員　

角

建
一
）

 
須
恵
器　

は
そ
う




